
 

件名 埼玉県読書推進運動協議会からの業務移管及びそれに伴う会則の改正(案)について 

 

提案理由  

埼玉県読書推進運動協議会の業務全般を埼玉県図書館協会に移管したいので審議願います。 

 

概要 

１ 目的 

埼玉県読書推進運動協議会の業務全般を埼玉県図書館協会に移管することで読書推進運動を県内公共図書館

等の振興、図書館事業の進展と一体的に図り、一層の教育文化の向上に寄与する。また、業務全般の移管によ

り運営体制の強化、内部統制の向上、人材確保及び事業継続性の確保並びに関係機関との連携拡充を図る。 

 

２ 移管期日  

令和８年度埼玉県図書館協会総会承認後(令和８年６月２４日) 

 

３ 業務移管の範囲 

（１） 総務・庶務・文書管理 

（２） 会計・出納・監査対応 

（３） 事業全般 「こどもの読書週間」「読書週間」行事実施・全国優良読書グループ表彰 

「読書推進運動」等の機関誌の受領・ 

（公社）読書推進運動協議会からの依頼に基づくポスター・チラシ等の送付 

読書週間行事報告照会依頼 等 

《第５号議案》 



 

４ 移管体制（案） 

（１） 埼玉県読書推進運動協議会 

「２ 移管期日」をもって協議会を廃止する。 

（２） 埼玉県図書館協会 

 「２ 移管期日」をもって新たに次のとおり事務局を再編する。 

事 務 局 長（１名） 

事務局次長（２名）→事務局次長（３名）：読書推進運動担当１名増 

書 記 長（１名） 

書   記（２名） 

専 門 員（４名）→専門員（６名）  ：読書推進運動担当２名増 

 「２ 移管期日」をもって埼玉県読書推進運動協議会が所有する財産を取得する。 

 埼玉県図書館協会総会において次のとおり会則を改正する。 

(事業)  

第３条 この会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

一 県内図書館の整備促進及び事業推進  

二 図書館の事業及び運営に関する研修会、研究協議会等の開催  

三 図書館及び図書館関係者相互の連絡協力  

四 読書推進運動に係る事業 (追加)  

五 調査研究の実施  

六 会報等の発行  

七 その他必要な事業 

 



 

（事務局） 

第１８条 この会の会務を処理するために事務局を置き、事務局に次の職員を置く。  

一 事 務 局 長 １名  

二 事務局次長 ３名  

三 専門員及び書記 若干名  

２ 事務局の職員は理事長が委嘱する。 

 

５ スケジュール（案） 

令和８年３月 埼玉県図書館協会常任理事会提案・承認 

       埼玉県読書推進運動協議会及び埼玉県図書館協会基本合意書締結 

令和８年５月 埼玉県図書館協会理事会提案・承認 

令和８年６月 埼玉県図書館協会総会提案・承認 

  同日   埼玉県読書推進運動協議会役員会提案・承認 

  同日   業務移管 

  同日   （公社）読書推進運動協議会移管報告 

  



 

参考 

埼玉県図書館協会会則 新旧対照表 

新 旧 

(事業)  

第３条 この会は、前条の目的を達成するため次の事

業を行う。  

一 県内図書館の整備促進及び事業推進  

二 図書館の事業及び運営に関する研修会、研究協議

会等の開催  

三 図書館及び図書館関係者相互の連絡協力  

四 読書推進運動に係る事業  

五 調査研究の実施  

六 会報等の発行  

七 その他必要な事業 

(事業)  

第３条 この会は、前条の目的を達成するため次の事

業を行う。  

一 県内図書館の整備促進及び事業推進  

二 図書館の事業及び運営に関する研修会、研究協議

会等の開催  

三 図書館及び図書館関係者相互の連絡協力  

四 調査研究の実施  

五 会報等の発行  

六 その他必要な事業 

(事務局)  

第１８条 この会の会務を処理するために事務局を置

き、事務局に次の職員を置く。  

一 事務局長 １名  

二 事務局次長 ３名  

三 専門員及び書記 若干名  

２ 事務局の職員は理事長が委嘱する。 

(事務局)  

第１８条 この会の会務を処理するために事務局を置

き、事務局に次の職員を置く。  

一 事務局長 １名  

二 事務局次長 ２名  

三 専門員及び書記 若干名  

２ 事務局の職員は理事長が委嘱する。 



 

埼玉県読書推進運動協議会規約 

（名称・事務局） 

第１条 この会は、埼玉県読書推進運動協議会と称し、事務局を県立熊谷図書館内に置く。 

（目的） 

第２条 この会は、公益社団法人読書推進運動協議会と県内図書館との連携により、広く県民に対し読書

の普及を推進させ、県民文化の進展に寄与することを目的とする。 

（事業） 

第３条 この会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

 (1) 公益社団法人読書推進運動協議会の事業の県内図書館への広報 

 （2）公益社団法人読書推進運動協議会からの調査に対する回答 

 （3）その他必要な事業 

（組織） 

第４条 この会は、会長１名、副会長１名、監事１名、書記長１名、書記３名をもって構成する。 

２ 会長は、県立熊谷図書館長とする。 

３ 副会長は、県立久喜図書館長とする。 

４  監事は、県立久喜図書館副館長とする。 

５ 書記長は、県立熊谷図書館副館長とする。   

６  書記は、県立熊谷図書館職員の中から会長が委嘱する。 

（任務） 

第５条 会長は、この会を代表し会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 



 

３ 監事は、会計を監査する。 

４ 書記長は、会務を総括する。 

５ 書記は、会務を処理する。 

（会議） 

第６条 この会の会議は、会長が招集する。 

２ 会議は、年１回開催し、予算及び決算その他重要事項を決定する。 

３ 必要がある場合は、臨時に会議を開くことができる。 

（会計） 

第７条 この会の経費は、公益社団法人読書推進運動協議会からの補助金をもってこれにあてる。 

２ この会の会計年度は、毎年４月１日にはじまり、翌年３月３１日に終わる。 

（解散） 

第８条 この会は、第６条第２項又は第３項に定める会議において、組織全員の賛成があったときに解散

する。 

（財産の贈与） 

第９条 第８条に定める解散となった場合は、この会の財産は事業を引き継ぐ団体又は国もしくは地方公

共団体又は公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条１７号に掲げる法人であって

租税特別措置法第40条第1項に規定する公益法人等に贈与するものとする。 

  

   附 則 

１ この規約は、昭和３５年３月１７日から施行する。 

 

平成２０年４月１日 改正 



 

平成２５年４月１日 改正 

平成２７年４月１日 改正 

令和７年１１月１日 改正 

令和８年２月１日 改正 

 


